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研究成果概要 
 

H25年度はスーパーカミオカンデタンク内
および、送水のラドン濃度を初めて系統的に測
定した。結果は右図のようであり、低エネルギ
ーのバックグラウンドレートから予想される
ラドン濃度ときわめて良い一致がみられた。 
 問題は、送水に3mBq/m3以上のラドンが含ま
れていることである。スーパーカミオカンデの
純水装置では2001年に膜脱気装置を導入して
ラドン除去を行ているはずであったが、実際に
膜脱気装置を通した場合と、通さなかった場合
で送水ラドン濃度を比較したが差が見られな
かった。そこで、膜脱気ユニットを構成してい
る部品、おもにゴムガスケットからのラドン放
出をスクリーニングしたところ、計180枚使用
されているＥＰＤＭガスケットから一枚当た
り空気中に2mBq/m3ものラドンが放出されていることを突き止めた。今後は純水中で使用できるよりラ
ドン放出が少ない部材へユニットを改装する計画である。 
 
 レーザー共鳴イオン化によるラドン除去については、光
源については順調に開発が進んでいるが、光源のある原研
にラドンソースの持ち込みが不可能であることが分かり、
ラドン共鳴イオン化については原研に持ち込み可能なラド
ン源の準備から始めなければいけなくなってしまった。そ
こでまず、神岡坑内の空気をこれまで本研究で開発してき
た冷却活性炭に濃縮し、そこからラドンを脱離させイオン
化を試みた(イオン化の効率よりもまずは原理検証のため
の実験であり、断面積の小さい2光子励起を利用している)。
結果は右図のように、水和物によるバックグラウンドに埋
もれ、質量数２２２の位置にピークは見られなかったが、
基本的な測定系の構築は完了できた。今後は空気からの除
湿を含め、ラドン濃度の高い夏場に、より純度の高いラド
ン源を用意すると同時に、イオン化後のラドンの静電捕集装置
の開発を行う計画である。 
 

ハイパーカミオカンデの純水装置については概念設計を完
了させた(右図参照)。スーパーカミオカンデの純水装置の発展
というよりは、より新しい設計となっているＸＭＡＳＳの純水
装置にスーパーカミオカンデの装置の要素をとりれたものと
なっている。タンク内の水流に関するシミュレーションも進



め、タンク内の配管によって水流をコントロールする手法も確立しつつある。 
 
液体キセノン中の電荷増幅の実験についても開始し、以下の図ようなチャンバーと電極を製作し、液

体キセノンを導入しようとしているところである。 
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